
◎
中
野
区
教
育
振
興
会
教
育
事
業

　資
金
と
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
き

　ま
し
た
。

○
中
野
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
連
盟
　
様

　
　
　
　
　
　
　
１
２
，０
０
０
円
　

○
Ａ
　
様
（
江
古
田
４
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
３
０
０
，０
０
０
円

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

中 野 区 教 育 振 興 会 会 報 第210号令和5年7月1日第210号 4中 野 区 教 育 振 興 会 会 報令和５年７月1日1

発行所 中野区野方1-35-3
中野区立
教育センター分室内

公益財団法人
中 野 区 教 育 振 興 会

ＴＥＬ ０３－３２２８－５５４４
https://nakanoku-eps.or.jp/

第
１
号
議
案
　
令
和
４
年
度
公
益
財
団
法

　
人
中
野
区
教
育
振
興
会
事
業
報
告

第
２
号
議
案
　
令
和
４
年
度
公
益
財
団
法

　
人
中
野
区
教
育
振
興
会
決
算
書
類

　
　
　
　
令
和
５
年
６
月
16
日
に
承
認

第
１
号
議
案
　
事
業
報
告
書

（
公
益
目
的
事
業
）
　

１ 

奨
学
資
金
の
給
付

　
　
社
会
の
た
め
有
為
な
人
材
を
育
成
す

　
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
給
付

⑴
対
　
　
象

　
　
都
内
の
高
等
学
校
に
在
学
す
る
区
民   

　
で
、成
績
優
秀
、心
身
共
健
全
で
あ
っ
て
、

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
生
徒
。

⑵
奨
学
資
金

　
　
延
１
８
０
人
に
、

　
　
１
人
月
額
１
１
，０
０
０
円
を
給
付
。

　
　
総
額
１
，９
８
０
，０
０
０
円
　
　

２ 

学
習
及
び
研
究
奨
励

　
区
立
小
・
中
学
校
教
育
研
究
会
へ
の

　
助
成

⑴
区
立
小
学
校
教
育
研
究
費
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
，０
０
０
円

⑵
区
立
中
学
校
教
育
研
究
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
，０
０
０
円

３
教
育
功
労
者
及
び
本
会
功
労
者
の
表
彰

　
中
野
区
の
教
育
振
興
に
特
に
功
労
の
あ

っ
た
方
及
び
本
会
の
育
成
に
貢
献
し
た
方

を
表
彰

⑴
表
彰
式
　
令
和
４
年
11
月
10
日
（
木
）

⑵
会
　
場
　
中
野
区
役
所
会
議
室

⑶
表
彰
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
名

　
　
①
幼
稚
園
・
中
・
高
等
学
校
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

　
　
②
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
名

　
　
③
本
会
事
業
育
成
関
係
　
　
　
２
名

４ 

「
会
報
」
の
発
行

　
本
会
の
広
報
誌
と
し
て
発
行

⑴
発
行
部
数 

年
４
回 

各
８
０
０
部
　

　
　
配
布
先
　
維
持
会
員
、区
立
幼
稚
園
、

　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
、同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
団
体
、公
立
・

　
　
　
　
　
　
私
立
高
等
学
校
等

５
　
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施

　
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

（
対
象
・
維
持
会
員
及
び
一
般
区
民
）

⑴
第
１
回

　
令
和
４
年
６
月
２
日
　
参
加
者
39
名

　
　
大
谷
・
栃
木
（
大
谷
資
料
館
・
山
本

有
三
ふ
る
さ
と
記

念
館
・
近
龍
寺
・
巴

波
川
沿
散
策
）

⑵
第
２
回

　
令
和
５
年
３
月
27
日
　
参
加
者
19
名

　
　
区
　
内
　
　
（
成
願
寺
・
象
小
屋
跡

地
・
宝
仙
寺
・
山
政

醤
油
レ
ン
ガ
塀
・
慈

眼
寺
）

６
　
中
野
区
検
定
の
実
施

⑴
区
民
対
象

　
　
日
　
　
時
　
11
月
27
日
（
日
）

　
　
会
　
　
場
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
受
験
者
数
　
50
名

⑵
区
新
任
職
員
研
修

　
　
日
　
　
時
　
11
月
28
日
（
月
）

　
　
受
験
者
数
　
99
名

2023/6/21

令
和
４
年
度

　事
業
報
告
及
び
決
算
確
定

（
収
益
事
業
）

中
野
区
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
管
理

　
⑴
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
の
施
設
管
理

第
２
号
議
案
　
決 

算 

書 

類

（
Ⅰ
）
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

　
経
常
収
益
計

１
１
，９
４
３
，７
３
３
円

　
経
常
費
用
計

１
３
，０
２
４
，８
２
７
円

　
当
期
経
常
増
減
額

　
　
　
　
　
　
△
１
，０
８
１
，０
９
４
円

　
法
人
税
等
　　
　
　
３
２
３
，７
０
０
円

　
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

　
　
　
　
　
　
△
１
，４
０
４
，７
９
４
円

　
一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

　
　
　
　
　
　
　
１
，６
５
４
，３
２
４
円

　
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　２
４
９
，５
３
０
円

（
Ⅱ
）
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

　
指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
２
５
，３
７
０
，０
０
０
円

（
Ⅲ
）
正
味
財
産
期
末
残
高

　
　
　
　
　
　
２
５
，６
１
９
，５
３
０
円

※

新
た
な
評
議
員
・
監
事

評
議
員
　
鈴
木
　
辰
也

　
〃
　
　
戸
﨑
　
晃

　
〃
　
　
津
村
　
慶

（
第
１
３
８
回
評
議
員
会
）

評
議
員
　
富
士
　
晴
英

　
〃
　
　
山
下
　
貴
也

監
　
事
　
北
原
　
奉
昭

　
千
葉
県
香
取
市
の
香
取
神
宮
と
佐
原
の

町
並
み
の
散
策
と
日
本
地
図
を
作
製
し
た

伊
能
忠
敬
記
念
館
を
巡
り
ま
す
。

日
　
時
　
令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
８
時
出
発

　
　
　
　
午
後
６
時
頃
帰
着
予
定

　
　
　
　
い
ず
れ
も
区
役
所
西
側

対
　
象
　
18
歳
以
上
の
方

募
集
人
員
　
40
名

参
加
費
　
教
育
振
興
会
会
員
　
９
千
円

　
　
　
　
非
会
員
　
　
　
　
　
一
万
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
・
入
館
料
・
傷
害
保

　
　
　
　
険
料
含
む
）

　
　
　
　
往
復
貸
切
バ
ス
使
用

申
込
み
　
９
月
４
日（
月
）よ
り
、
午
前
9

　
　
　
　
時
か
ら
４
時
ま
で
に
参
加
費
を

　
　
　
　
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

中
野
区
教
育
振
興
会
（
中
野
区
野
方
1
―

35
―
3
区
立
教
育
セ
ン
タ
ー
分
室
内
）

※
た
だ
し
参
加
者
が
少
数
の
場
合
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度

第
１
回
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

中
野
区
教
育
振
興
会

℡
（
３
２
２
８
）
５
５
４
４

香
取
神
宮
と
佐
原
の
町
散
策

答　1．エ    2．ア    3．エ    4．ウ

　
令
和
５
年
３
月
27
日
、
午
後
１
時
30
分

よ
り
、
総
人
数
23
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、最
初
は
成
願
寺（
じ
ょ
う
が
ん
じ
）

で
す
。
約
６
０
０
年
前
に
中
野
長
者
と
呼

ば
れ
た
鈴
木
九
郎
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま

し
た
。こ
こ
で
は
蓮
池
藩
鍋
島
家
の
歴
代
藩

主
の
お
墓
と
旧
防
空
壕
を
見
学
し
ま
し
た
。

幕
末
に
活
躍

し
た
新
撰
組

の
近
藤
勇
も
、

家
族
を
成
願

寺
に
預
け
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
次
は
、
象
小
屋
跡
で
す
。
現
在
は
、
中

野
区
立
朝
日
が
丘
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

享
保
13
年
（
１
７
２
８
年
）
６
月
７
日
、

８
代
将
軍
吉
宗
の
時
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
雄

（
７
才
）
と
雌
（
５
才
）
の
2
頭
の
象
が

献
上
さ
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
長
崎
で

飼
育
さ
れ
、
翌
年
の
3
月
に
な
っ
て
陸
路

で
江
戸
に
向
か
い
5
月
27
日
に
江
戸
城
内

で
上
覧
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
野
村

の
源
助
に
払
い
下
げ
ら
れ
こ
の
地
で
飼
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
雄
の
象
は
寛
保
２
年

（
１
７
４
２
年
）22
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
宝
仙
寺
（
ほ
う
せ
ん
じ
）
で
す
。

青
梅
街
道
か
ら
少
し
北
側
に
仁
王
門
が
あ

り
ま
す
。

　
宝
仙
寺
は 

平
安
後
期
の
寛
治
年
間
（
１

０
８
７
〜
９
４
）
源
義
家
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
と
き
義
家
は
、奥
州
・

後
三
年
の
役
を
平
定
し
て
凱
旋
帰
京
の
途

中
に
あ
り
陣
中
に
護
持
し
て
い
た
不
動

明
王
像
を
安
置
す
る
た
め
一
寺
を
建
立
し

た
も
の
で
し
た
。
江
戸
初
期
の
寛
永
13
年

（
１
６
３
６
）
に
は
三
重
塔
が
建
立
さ
れ
、

江
戸
庶
民
に
も
親
し
ま
れ
歴
代
将
軍
の
尊

崇
も
あ
つ
く
御
鷹
狩
り
の
休
憩
所
と
し
て

も
有
名
で
し
た
。
　

　
次
は
、
山
政
醤
油
醸
造
所
レ
ン
ガ
塀
で

す
。
山
政
醬
油
醸
造
所
は
明
治
５
年
（
１

８
７
２
）
に
創
業
。
レ
ン
ガ
塀
は
石
灰
・

つ
の
ま
た
（
海
草
）・
砂
を
練
り
固
め
る

漆
喰
と
フ
ラ
ン
ス
積
み
の
工
法
で
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
慈
眼
寺
（
じ
げ
ん
じ
）
で
す
。

　
副
住
職
さ
ん
に
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
堂
は
、
空
襲
に
会
い
焼
失
。
そ

の
後
再
建
さ
れ
、
天
水
桶
は
本
堂
焼
失
前

の
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
青
梅

街
道
か
ら
見
て
い
た
金
色
の
建
物
。
不
思

議
に
思
っ
て
い
た
も
の
は
パ
ゴ
ダ
（
仏

舎
利
）
と
い
う
も
の
で
し
た
。
お
釈
迦
様

の
ご
遺
骨
を
安
置
す
る
た
め
の
供
養
塔
で

す
。
昭
和
54
年
に
建
立
さ
れ
、
東
京
に
住

む
タ
イ
の
人
々
は
ト
ー
キ
ョ
ウ
プ
ラ
パ
ト

ム
チ
ェ
デ
ィ
ー
（
東
京
で
最
初
の
タ
イ
風

仏
舎
利
の
塔
）
と
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
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